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概要
本稿は，芸術科学会論文誌の投稿用の �����版サンプルを提供するものである．
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� はじめに
本稿は，芸術科学会論文誌の投稿用の �����サン

プルを提供するものである．なお論文執筆に際しては，
芸術科学会のウェブサイトに掲載されている「投稿論
文執筆要領」� も，あわせてご参照いただきたい．

� 投稿論文の書式

��� ページ設定およびページ数

論文本体のページ設定は，��とする．このページ
設定で不都合なコンテンツがある場合は，静止画で
あっても論文本体に含めずに添付ファイルで提出して
いただきたい．
論文本体のページ数は特に規定しない．ただし原則

として，本文の文字数を以下の通り規定する．

� 本文が日本語 ����文字または英語  ���単語以
内の論文は原則としてショートペーパー，それ
以上の論文はフルペーパーとして扱う．

� フルペーパーの場合，本文の長さを，日本語
 ���� 文字以内，英語 !��� 単語以内，と規定
する．それ以上の長さの論文を投稿したいとき
は，論文の一部を付録資料として，別ファイル
にて提出されたものを受け付ける．

��� 論文の構成

論文本体には，まず冒頭に以下の内容を記述するこ
と．本 �����ファイルの冒頭部分を参照のこと．

� 論文題名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者所属名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者連絡先は，論文本体には書いても書かなく
てもよい

� アブストラクト（原則として，和文・英文の両方）

続いて本文以降，以下の内容を記述のこと．本文の書
式は，原則として �段組とする．

� 本文（原則として，和文または英文）

� 参考文献（本文と同一の言語で）

� 図表（本文と同一の言語で）

� 著者略歴（本文と同一の言語で）

なお当論文誌では，いわゆるダブルブラインドレ
ビュー（査読者に対して著者情報を伏せた形式での査
読）を採用していない．そのため，査読原稿にあって
も，著者名，著者所属名は省略しないこと．

� 
��� 年 �月現在，投稿論文執筆要項は以下のサイトに
掲載されている．
���	��������������������� �!�"����� "�#�
���$�

� 本文執筆上の注意

��� ヘッダーとフッター

本ファイルの冒頭部には，ヘッダーとフッターの設
定が合計 "箇所ある．この部分は採録論文の最終原稿
提出時に，論文委員会が編集するものであるため，著
者はこの部分を自分で編集する必要はない．
ただし，論文委員会の作業環境にて �����のコン

パイルが成立しない，などのやむを得ない状況が発生
した場合に限り，著者にヘッダーとフッターの編集を
依頼することがある．

��� 章

本文は，適当な長さで章に分けて記述すること．す
べての章に，章題名および章番号をつけること．ただ
し，謝辞および参考文献には章番号をつけなくても
よい．�����で論文を執筆する場合には，
���	�
 や

�#
���	�
 を用いて，適切な長さで文章を分けるこ
と．章番号が付加されない 
���	�
$ や 
�#
���	�
$
などの利用は，原則として推奨しない．

��� 図表

図や表を論文本体に掲載する場合には，すべての図
表を本文から引用し，適切な位置（引用された文章に
近い位置）に表示すること．すべての図表には通し番
号および題名をつけること．

����� で論文を執筆する場合には，図を %&� フ
ァイルとして用意し，一例として '(��� 環境中にて
�
#�) を用いて本文中に挿入する．図には必ず ��#��
を付加し，本文から ��#�� を用いて参照する．本サン
プルの場合には，「図  参照」というように記載すれ
ば，適切に ��#�� から図番号を設定してくれるはずで
ある．

図 �# 図の挿入例．

表についても同様に，��#��を付加し，本文から ��*
#�� を用いて参照する．一例として，以下の表  をご
参照いただきたい．
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表 �# 表の挿入例．
数学 英語 国語

太郎 +, ! "�
次郎 �"  � !-

��� 参考文献

参考文献は本文の後に全部まとめて列挙する．すべ
ての参考文献は本文中で引用する．すべての参考文献
には通し番号をつける．本論文誌にはページ数の制限
がないので，参考文献の数にも制限は設けない．むし
ろ，文献の引用数を節約せず，論文の新規性を主張す
るに十分な参考文献を載せること．特に，著者自身に
よる関連発表の引用を怠らないこと．
本稿の末尾に，英語論文と日本語論文の参考文献の

一例 . / .�/ を示す．原則として，著者名，タイトル，
掲載誌，（論文の場合には巻と号），ページ数，発行年
を記載すること．著書の場合には，著書を特定する情
報（出版社，0�12など）もできる限り記載すること．
なおウェブサイト等を引用する場合には，この限りで
はない．

��� 著者略歴

著者略歴は論文本体の最終行に，日本語であれば目
安として ���字以内，英語の場合はそれと同程度の文
章量で記述する．内容は氏名のほか，出身（または在
学）学校学部学科名や修了年次，職歴，現職と職務，
受賞，学位，主な研究分野，主な所属学会などを記載
すること．また，適切な大きさで顔写真を貼り付ける
こと．本稿の末尾に，その一例を示す．

� まとめ
本稿では，芸術科学会論文誌の投稿用の �����版

サンプルを提供した．本サンプルに不具合が発生した
場合には，芸術科学会にご一報をいただけると非常に
幸いである．
なお本サンプルの作成に際して，参考文献にも記さ

れている橘らの論文 .�/ の ����� ファイルを参考に
した．

参考文献
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.�/ 橘3 伊藤3 左京と右京A大規模表形式データの可視
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芸術科学 太郎

 !!�年某大学理工学部電子通信学科卒業． !!�年某
大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程修了．
同年某社 �株�入社． !!- 年博士 �工学�．���� 年米
国某大学客員研究員．���� 年某社 �株� 退職，����
年芸術科学大学大学院芸術科学研究科博士後期課程
入学．芸術と科学の接点に興味を持つ．�?B3 0%%%
?������� ���	���3 芸術科学会，他会員．

芸術科学 次郎

 !!�年某大学理工学部電子通信学科卒業． !!�年某
大学大学院理工学研究科電気工学専攻修士課程修了．
同年某社 �株�入社． !!- 年博士 �工学�．���� 年米
国某大学客員研究員．����年某社 �株�退職，����年
より芸術科学大学理学部情報科学科助教授，現在准
教授．芸術と科学の接点に興味を持つ．�?B3 0%%%
?������� ���	���3 芸術科学会，他会員．
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